
第 8 回そだつ部会会議録 
日   時 2014 年 3 月 5 日（水）9：30～11：00 
場   所 地域連携交流施設  
出 席 者 古場、水野、竹内、高津、安川、成松、浅原、前田、政本、吉水、山口、 
テ ー マ １、協議課題 

２、その他 
３、次回開催日の調整 

内   容 １、協議課題 
  ○「かけはし」書き方教室・交流会について 
   かけはし書き方教室 
   ・６月・１２月開催予定 
   ・進路についての講演会は毎年希望があると思う。かけはし書き方教室の前か後に、進路

についての話をしてもらってはどうか 
   ・６月の教室は年度初めなので講演会などはしてもらわず、書き方教室のみを予定 
   交流会 
   ・２月開催予定 
   ・「かけはし書き方教室」でのアンケートを元に意見をひろう 
   かけはし見直し 
   ・かけはしの提出先が何を求めているのかわからないので、書きづらい 
   ・抽象的に書かないように、具体的に書いた例があったほうがいい。 
    例 ×遅くに寝る → ○１１時に寝る 
      ×字が書ける → どの程度書けるのかわからない 
      ×話が出来る → 言葉が話せても、コミュニケーションが取れているのかわから

ない 
   ・チェック項目や（  ）を使って、書く手がかりのあるほうがいいのではないか 
   ・年齢別や項目別に書いていくと情報量が多くなり、書く前に躊躇するのではないか 
 
    どのように意見を吸い上げて行くのか、方法を検討する 
     →作業を分担し、改編作業に入るので参加メンバーの方に依頼協力をお願いします！ 
 
  ○「支援をつなぐ」取り組み 
   ・２月２６日開催「かけはし書き方教室交流会」でのアンケートで、「進路について」や

「対象者を障害で細かく分けて」や「性について」などの希望があった 
   ・対象者を障害で分けるのは、障害が重複する場合が多いので難しい。進路先（目指して

いる方向）で分けるのはどうか 
・障害の特性および対処法など基礎講座をしたらどうか 
・ICF（国際生活機能分類）についての講演はどうか 
・保護者に足りない情報は「将来どうなりたいか」というイメージ。目の前の学習などす

ぐできることに集中してしまうのではなく、今後の生活に必要なスキルを学ぶ事が重要

ではないか 
・通級学級では、学習よりも生活するためのスキルアップ（コミュニケーションの取り方

など）を学んでほしいが、やっているのかわからない 
 →通級学級は、苦手さを引き上げる学習をしている。学習補充をする学級ではない。場



面利用法で教えていて、時間割で時間を決めてはしていないのではないか 
・そだつ部会だけの話ではなく「全体会」で話した方がいいような大きな話として、意見

を捉えてもいいのではないか。 
・以前別の講座で聞いた「パーソナルスペース」の話がよくわかってよかったので、他の

人にも聞いてほしい 
・以前 NPO アエソンで開催された 2 級ヘルパー講座で性の話があったが、具体的な話が

あってよかった 
・障害者に対する年齢別の周りの対応を知ることで、本人も周りの対応が変わり自分を知

る事ができる 
・性の話はなかなかできないので、思春期の具体的な情報、方法がほしい。１時間講演を

聞いた後に、年齢別に分かれて情報を交換する時間があったらいいのではないか 
・自閉症の疑似体験が出来ると聞いた。障害の理解につながるので、やってみてはどうか 
 

  ○放課後や余暇活動の支援について 
・交通ルールの改正に伴って、子供が外で自転車を走らせるのが怖くなった。支援学級等

で交通ルールの講習会を開いてもらえないだろうか 
・２５年夏に「のびのびはりま」で自動車学校に行って、交通ルールの講習会を行ってい

た。小学校だけの対象だったので、中学生や幼児にも対象を拡げて講習会を開いたらど

うか 
・そこで自転車の講習もできないか 
 →安川氏に確認を依頼 
 
・自転車教習会は、内容、場所、講師等課題が多いのでそだつ部会での開催は難しいので

はないか 
・買い物体験は、交通ルール講習会が終了してから、考えてはどうか 

２、その他 
  ○ホームページ（以後 HP）について 

・高砂市自立支援協議会の HP が２月に開始したので（資料参照）、参考にしてはどうか 
 

○くらす部会パンフレット 
・就学前の保護者向けパンフレット作成中 
・関係機関や保護者に今後協力を要請する予定 
 

○ユニバーサル交流会 
・昨年はスタッフ合わせて２００名程度が参加 
 

○全体会：平成２６年２月４日（火）開催：７２名の参加 
 

３、次回開催日の調整 
    次回は、平成 26 年４月 15・22・23 日のいずれかで参加人数が多い日とする 
    場所：地域連携交流施設 

 


